
平成２７年度霧島市地域公共交通会議事業計画（案） 

平成２７年７月１４日 

霧島市地域公共交通会議 

資料６ 



Ⅰ 平成２７年度事業計画 

○ 本市の公共交通機関は、九州でも２番目の旅客乗降客数を誇る鹿児島空港、福岡県北九 
 州市や熊本県八代市等と連結するＪＲ日豊本線・肥薩線の鉄道が乗入れており、その他主 
 要な道路ネットワーク（九州縦貫自動車道、東九州自動車道や国道・県道等の主要幹線） 
 が整備され、南九州三県の交通の要衝として位置付けられている。 
 
○ バス運送事業については、主に民間三事業者（いわさきバスネットワーク㈱、三州自動 
 車㈱、南国交通㈱）が運行する路線バス、並びに市が運行主体であるコミュニティバス
（ふれあいバス・デマンド交通）、市運営有償運送、主に中心市街地を運行する市街地循環 
 バス及び観光客等にターゲットを絞った霧島連山周遊バス等で構成されている。また、利 
 用者は限定されるが、朝夕のスクールバスも運行している。 
 
○ これらの運送事業は、平成20年度に市が策定した「霧島市地域公共交通計画」を踏まえ 
 て運行され、通勤、通学、通院及び買物等の市民の「生活の足」として日常生活に必要不 
 可欠な交通移動手段となっているが、自家用自動車への依存等による地域公共交通の位置 
 付けの相対的な低下、ライフスタイルの変化に伴う市民ニーズの変化等を背景に輸送人員 
 の減少に歯止めがかからないのが実態である。 
 
○ 年間約６００万人を超える観光客の回遊性を高めるための移動手段（二次アクセス）の 
 確保が課題となっているほか、輸送人員の減少等に伴う民間事業者の経営悪化や市の財政 
 負担の増大など、地域公共交通を取り巻く環境は年々厳しさを増している。 
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〇 平成27年３月に策定した「霧島市公共施設管理計画」において、中山間地域においては、 
 地区の拠点を定め、暮らしに必要な施設を集約化することとしており、各集落から地区の 
 拠点、地区の拠点から市街地又は他地区の拠点までの交通手段を検討する必要があり、同 
 計画と連携した公共交通体系の構築を実現していくことが求められている。 
 
○ 地域公共交通の維持、改善は、交通分野の課題解決にとどまらず、まちづくり、観光、 
 さらには、健康、福祉、教育等の様々な分野で大きな効果をもたらすものである。 
 （地域活性化のために不可欠な地域の装置・社会インフラ） 
 
○ 民間事業者を中心とした従来の枠組みから脱却し、地域の総合行政を担う地方公共団体 
 が中心となって、地域戦略の一環として取り組む必要がある。 
 
○ 住みやすく、活力に満ちた地域社会の実現に向け、地域公共交通ネットワークの構築を 
 進める！ 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

「交通政策基本法(平成25年12月4日施行）」及び「地域公共交通の活性化及び再生に関
する法律の一部を改正する法律(平成26年11月20日施行）」に基づき、 
 
 霧島市地域公共交通会議において、市の公共交通に関する基本方針等を盛り込んだ
「霧島市地域公共交通網形成計画」を平成２７年度中に策定する。 



Ⅰ 平成２７年度事業計画 

3 

月 地域公共交通会議 事務局 
７月 第１回交通会議の開催（７/14） 

  
  

○コンサルタントの選定 
○各種調査・分析実施 
○基本的な方針・目標（骨子）の検討 
○主要な施策・事業の検討 
  

８月   

９月   
  
 

  

10月 第２回交通会議の開催      
  

○基本的な方針・目標の検討 
○施策・事業の検討 
 

12月  
  
 

  

１月 第３回交通会議の開催      
  

○パブコメの実施、結果の反映 

２月     
３月  

第４回交通会議の開催      
 
○計画の決定 
○国への送付 

必要に応じて分科会の 
設置・開催 

必要に応じて分科会の 
設置・開催 

スケジュール 
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コンサルタントの選定方法 

 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

 地域公共交通網形成計画の策定及び策定に必要な調査等を実施するため、企画提案を募集
し、プロポーザル方式＊でコンサルタント業者を選定する。 

＜企画提案業務の内容＞ 
（１）地域公共交通の現状把握・課題の整理 
 ア 関連する法令・計画等の整理 
 イ 霧島市の地域公共交通に関する地域特性の把握 
 ウ 公共交通機関利用者における移動実態及びニーズ（要望・需要）の把握 
 エ 住民移動の実態及びニーズの把握 
（２）現状把握及び課題整理を踏まえた対応策の検討 
  まちづくりとの連携、面的な公共交通ネットワークという視点をもって、中心市街地  
 及び中山間地域の活性化策、観光客の利便性の良い交通アクセスの確保策等、本市の関 
 連計画も含めた上で、効率的な公共交通ネットワークの実現に向けた対応策を提案する。 
（３）霧島市地域公共交通網形成計画の作成 
 ア 基本方針及び計画期間等の検討 
 イ 計画の達成度の評価方法等の検討 
 ウ 霧島市地域公共交通網形成計画の策定及び再編実施計画の検討 
（４）霧島市地域公共交通会議の運営支援 
  調査内容及び調査結果の資料作成、会議内での説明補助等を行い、運営を補助する。 

※プロポーザル方式とは 
 主に、業務の委託先を選定する際に、複数の目的に対する企画を提案してもらい、そ
の中から優れた提案を行った者を選定すること。 
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地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律の概要 
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地域公共交通網形成計画の概要 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ① 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ② 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ③ 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ④ 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ⑤ 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ⑥ 
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「地域公共交通網形成計画」の内容 ⑦ 
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 「地域公共交通網形成計画」に基づく事業として実施する利用促進及び事業評価（協
議会運営、フォローアップ等）に要する経費を国が支援 
 
 ○補助率：１／２   ○補助対象期間：計画策定から最大２年間 
 

「地域公共交通網形成計画」策定の財政的メリット 
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地域公共交通再編実施計画の概要 



Ⅱ 参考資料 

16 

 
  
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

「地域公共交通再編実施計画」のイメージ ① 
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「地域公共交通再編実施計画」のイメージ ② 



Ⅱ 参考資料 

18 

 
  
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

「地域公共交通再編実施計画」のイメージ ③ 



Ⅱ 参考資料 

19 

 
  
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

「地域公共交通再編実施計画」のイメージ ④ 



Ⅱ 参考資料 

20 

「地域公共交通再編実施計画」策定の財政的メリット 


